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北海道における融雪開始時期の変化傾向について 

 Recent trends in the onset of the snowmelt season in Hokkaido, Japan 
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Recent trends in the onset of the snowmelt season in Hokkaido, Japan, were investigated using the daily mean air 

temperature and daily maximum snow depth for the past 46-48 years. The first day in winter when the air temperature 

exceeds 5.0°C in recent years has tended to occur 10-30 days earlier than that of 50 years ago. Although the trend was 

statistically significant, the snow depth on that day increased slightly or showed no obvious trend. These results indicate 

that the snowmelt season tends to start earlier, although large amounts of snow remain at the start of the season. 

 

１．はじめに 

近年，気候変動に伴う災害の規模や形態の変化

が指摘されている．例えば，欧州等では冬期の気

温上昇に伴い湿雪雪崩の発生が増加する傾向に

ある 1)．国内において比較的寒冷な北海道でも，

融雪期の気温上昇等により積雪期間が短縮する

傾向にあり 2)，湿雪雪崩の多発等が懸念される 3)．

また，気温がさらに上昇する北海道の将来気候で

は，積雪期間のさらなる短縮や積雪がざらめ雪へ

変化する時期の早まり等が予想されている 4,5)． 

このような背景の中，2024 年 2 月の北海道は

記録的な高温となり，気象庁の 173 の観測地点の

うち 160 地点で 2 月の気温の極値を更新した 6)．

積雪期の大幅な気温上昇は急激な融雪を引き起

こし，災害の発生につながる可能性があるが，融

雪が始まる時期の長期的な変化傾向について，こ

れまでほとんど調査が行われていない．本稿では，

北海道における過去の気温の観測データを用い

て，融雪開始時期の変化傾向を調べた． 

 

２．方法 

２．１ 融雪開始時期について 

融雪は気温のみならず日射等の影響により進

行するが，本解析では，融雪開始時期の一つの目

安として，北海道における気象庁のなだれ注意報

の発表基準 7)である「日平均気温 5℃以上」とな

る日の出現の経年変化を調べた． 

なお湿雪雪崩は，顕著な融雪により積雪が初め

て乾雪から湿雪へ変化する過程で発生する傾向

がある 8, 9)．よって本解析では，湿雪雪崩の発生

との関係も意識した融雪開始時期として，各年の

1 月 1 日以降において初めて日平均気温が 5℃以

上となった日の出現に着目する． 

２．２ 解析データ 

解析に用いたデータは，気象庁アメダスの日平

均気温 10)であり，解析期間は地点により異なるが

1977～1979 年の観測開始から 2024 年までの 46

～48 年間である．北海道内のアメダスのうち，こ

の期間において 1 年の欠測もなく日平均気温の

データが連続していること，日平均気温に統計的

な切断がないこと，一部の日に欠測があるが日平

均気温 5℃以上の最初の日の抽出に影響がない

こと，これら全ての条件を満たす 144 のアメダス

の日平均気温データを用いた． 

また，より長期的な変化傾向を調べるため，札

幌の過去 142 年間（1883～2024 年）と網走の過

去 135 年間（1890～2024 年）の日平均気温デー

タも用いた．さらに，積雪深を観測しているいく

つかのアメダスについては，日平均気温が 5℃以

上になった日の日最深積雪データも用いた． 

２．３ 解析方法 

解析は，まず各年の 1 月 1 日以降初めて日平均

気温が 5℃以上となった日（日平均気温 5℃以上

の出現日）を抽出して，1 月 1 日を起点とした経

過日数を求めた．次に，この経過日数の 46～48

年間の時系列データに対して，Theil-Sen（median-

slope）回帰 11)により解析期間内の平均的な変化

傾向（トレンド）を求めた．トレンドの有意性に

は，ノンパラメトリック法の一つである Mann-

Kendall 検定 11)を実施した．これらは順位相関に

基づく手法で，データが従う確率分布を仮定する

必要がない．また，トレンドが線形か非線形かに
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関わらず適用可能で，データに外れ値があっても

その影響を受けにくい．以上の解析は，日平均気

温 5℃以上の日の最深積雪に対しても行った． 

 

３．結果 

３．１ 代表地点の融雪開始時期の変化傾向 

図１は，日平均気温 5℃以上の日の出現の変化

傾向が顕著な宇登呂，西興部，夕張，鶉における

日平均気温 5℃以上の出現日とその日の最深積 

 

 

 

 

 
図１ 日平均気温 5℃以上の出現日(●)と最深

積雪(▲)の経年変化．(a)宇登呂，(b)西興部，(c)

夕張，(d)鶉．太実線は Theil-Sen 回帰によるトレ

ンド．*は有意水準 10％，**5％，***1％を示す． 

雪の経年変化である．図中のトレンドの数値は，

10 年あたりの変化傾向（/10 年）である． 

宇登呂（図１(a)）では，日平均気温 5℃以上の

日の出現は，1990 年代までは 3 月下旬～4 月上旬

（左縦軸の日数で 90 日前後）であるが，2000 年

以降は 2 月（同 60 日未満）でもみられるように

なった．このトレンドは-7.50 日/10 年であり，50

年に換算すると 37.5日早まっている結果となる．

同様に，西興部，夕張，鶉における日平均気温 5℃

以上の日の出現は，それぞれ過去 50 年で 23.7 日，

21.0 日，30.0 日早まっている結果となった． 

一方，日平均気温 5℃以上の日の最深積雪は，

西興部（図１(b)）で有意な増加傾向を示し，過

去に比べて積雪が多く存在する状況で日平均気

温が5℃以上になる傾向がある．宇登呂（図１(a)）

と夕張（図１(c)）では，日最深積雪に有意な傾

向はみられないが，100cm 程度の積雪が多い状況

で日平均気温 5℃以上の出現日が早まる傾向に

ある．以上の傾向は，音威子府や阿寒湖畔，余市

等の他の多くの地点でも同様であった 12)． 

３．２ 融雪開始時期の変化傾向の地域分布 

図２は，各地点の日平均気温 5℃以上の出現日

のトレンドを地図上に示したものである．北海道

のほぼ全域で，トレンドが-2 日/10 年より大きく

（50 年あたり 10 日以上早まる），このトレンド

は 128 地点中，123 地点で有意（有意水準 1%が

90 地点，5%が 23 地点，10%が 10 地点）であっ

た．このうち，さらにトレンドが-4 日/10 年と大

きく，50年あたり 20日以上早まる地点をみても，

道南や道央に限らず道北や道東にもみられる．よ

って，北海道の全域で日平均気温 5℃以上の日の

出現が，10 年あたり 2～6 日，50 年で 10～30 日

早まる傾向にあると言える． 

 

 

図２ 日平均気温 5℃以上の出現日のトレンド． 
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図３ 図１に同じ．ただし(a)朱鞠内，(b)喜茂別． 

 

ただし，日平均気温 5℃以上の出現日の早期化

の傾向が弱く，トレンドが-2 日/10 年より小さい

（10 年あたりの早まりが 2 日以下）地点が 16 あ

る．この例として，朱鞠内と喜茂別の日平均気温

5℃以上の出現日の経年変化を図３に示す．いず

れも日平均気温 5℃以上の出現日のトレンドは

負（早まる傾向）ではあるが，朱鞠内で-0.71 日

/10 年，喜茂別で-1.00 日/10 年であり有意な傾向

ではなかった．この要因の一つとして，朱鞠内や

喜茂別のような内陸の盆地では，気温変化に対し

て局地的な気象（冷気湖の形成等）が影響してい

る可能性があるが，今後詳細な解析が必要である． 

３．３ 融雪開始時期の変化傾向のまとめ 

北海道では，日平均気温 5℃以上となる日の出

現が，過去 50 年で 10～30 日早まる傾向にある．

一方，日平均気温 5℃以上の日の最深積雪は，や

や増加する傾向か有意な変化がなかった．以上よ

り，北海道では，積雪が多く残るこれまでより早

い時期に融雪が始まる傾向にあると考えられる． 

 

４．考察 

４．１ 長期的な変化傾向について 

ある事象の変化傾向を調べる場合，できるだけ

長い期間のデータを用いることが望ましい．ここ

では，３.章で示した日平均気温 5℃以上の出現日

の変化傾向が，より長い期間でみた場合にどのよ

うな位置づけにあるのかを考察する．図４は，100

年以上の日平均気温の観測データがある札幌と

網走における日平均気温 5℃以上の出現日の経

年変化である． 

札幌（図４(a)）の過去 142 年間のトレンドは

-1.46 日/10 年であり，最近の 47 年間のトレンド

（-3.53 日/10 年）より小さい結果となった．しか

し，いずれのトレンドも有意であり，最近 47 年

の日平均気温 5℃以上の出現日は，過去 142 年間

のトレンド（図中の回帰直線）から大きく外れて

はいない．よって，最近 47 年間のトレンドがや

や強く現れてはいるが，長期的にみると過去 142

年で緩やかに日平均気温 5℃以上の日の出現が

早まっているとみることができる． 

一方，網走（図４(b)）では，最近 47 年におけ

る日平均気温 5℃以上の出現日は，過去 135 年間

のトレンド（図中の回帰直線）と比べて早い年が

多く，その傾向は特に 1990 年以降で顕著である．

つまり，最近の 47 年間における日平均気温 5℃

以上の出現日の早期化は，過去 135 年の長期的な

視点からみても顕著であると言える． 

以上，長期間のデータを有する地点は限られる

が，可能な限り長い期間の変化傾向を調べた上で，

近年の傾向を議論する必要があると考えられる． 

４．２ 3日平均気温 5℃以上の出現日について 

融雪による湿雪雪崩の発生について，日射が直

達する状況であれば 1 日程度の顕著な気温上昇

で雪崩発生に至る場合があるが 3)，多くの場合は

数日間の気象状況が雪崩発生に関与する 8, 9)．そ

こで図５に， 3 日間の平均気温が 5℃以上となっ 

 

 

 

図４ 図１に同じ．ただし(a)札幌，(b)網走． 
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図５ 3 日平均気温 5℃以上の出現日(●)と最深

積雪(▲)の経年変化．(a)宇登呂，(b)夕張．日平

均気温 5℃以上の出現日（図１）を灰色で示す． 

 

た日の出現について，同様に解析した例を示す． 

図５より，3 日平均気温とすることで，日平均

気温と比べて 5℃以上の出現日の早期化は弱ま

る傾向にあり，宇登呂では有意な傾向は得られな

かった．一方，夕張では，日平均気温の場合より

も全体的に出現が遅くなるものの 3 日平均気温

5℃以上の出現日のトレンドは-2.80 日/10 年であ

り，50 年で 14 日早まる結果となった． 

以上より，気温の平均をとる日数等の条件によ

りその傾向が異なることから，今後雪崩の発生に

関する長期変化を具体的に議論する場合は，その

条件をより明確にする必要があると考えられる． 

 

５．おわりに 

北海道における近年の融雪開始時期の変化傾

向を調べるため，本稿では，一つの試みとして日

平均気温 5℃以上になる日の出現に着目し，その

トレンドを解析した．その結果，北海道のほぼ全

域で，日平均気温 5℃以上の出現日が，過去 50 年

で 10～30 日早まっていることが明らかとなった．

一方，日平均気温 5℃以上の日の最深積雪は，や

や増加する傾向か有意な変化がなかった．よって，

北海道では，積雪がまだ多く残るこれまでよりも

早い時期に日平均気温が 5℃以上になる傾向に

あると考えられる．融雪初期の大幅な気温上昇は

急激な融雪をもたらし，湿雪雪崩等の発生につな

がる可能性があるため，今後これらの推移に留意

する必要があると考えられる． 
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